
地 方 譲 与 税  
利 子 割 交 付 金  
配 当 割 交 付 金  
株式等譲渡所得割交付金 
地 方 消 費 税 交 付 金  
ゴルフ場利用税交付金 
自 動 車 取 得 税 交 付 金  
地 方 特 例 交 付 金  
地 方 交 付 税  
交通安全対策特別交付金 
分 担 金 及 び 負 担 金  
使 用 料 及 び 手 数 料  
国 庫 支 出 金  
県 支 出 金  
財 産 収 入  
寄 附 金  
繰 入 金  
繰 越 金  
諸 収 入  
町 債  

① 
② 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 
⑫ 
⑬ 
⑭ 
⑮ 
⑯ 
⑰ 
⑱ 
⑲ 
⑳ 

8,776万9,061円 
970万5,000円 
624万3,000円 
208万2,000円 

2億3,161万4,000円 
2,620万7,917円 
2,897万9,000円 
3,362万3,000円 

11億1,393万5,000円 
407万8,000円 

2億8,643万6,648円 
1億　39万6,322円 
7億4,974万2,702円 
3億9,759万5,838円 
1,726万1,724円 
677万5,725円 

4,401万　760円 
2億2,788万1,161円 
3億7,790万9,646円 
7億4,389万5,000円 

（1.1％） 
（0.1％） 
（0.1％） 
（0.0％） 
（3.0％） 
（0.3％） 
（0.4％） 
（0.4％） 
（14.5％） 
（0.1％） 
（3.7％） 
（1.3％） 
（9.8％） 
（5.2％） 
（0.2％） 
（0.1％） 
（0.6％） 
（3.0％） 
（4.9％） 
（9.7％） 

町 税 の 内 訳 

町　民　税 

固定資産税 

軽自動車税 

町たばこ税 

特別土地保有税 

合　　　計 

12億4,666万7,553円 

17億7,547万3,696円 

4,212万9,500円 

1億2,717万9,700円 

50,000円 

31億9,150万　449円 

町民１人当たりに納めていただいたお金は162,459円でした 

入ったお金（歳入） 

耐震化が完了した福崎東中学校 整備が進む町道駅南幹線 

　平成２２年度の一般会計と特別会計の決算がまとまりました。 
　町の予算は、みなさんに納めていただいている税金や国・県からの補助金などによって運営されています。この
１年間にどのくらいお金が入り、どのように使われたかを一般会計を中心にお知らせします。 
　平成２２年度の一般会計の決算は、歳入総額７６億８,７６４万１,９５３円、歳出総額７４億８,２８４万８,９１１円で歳入歳出差引額は
２億４７９万３,０４２円になりますが、ここから２３年度へ繰り越した事業に必要な経費１,０２３万円を差し引いて１億９,４５６万
３,０４２円の実質収支となり、実質単年度収支は４億９,８３１万４,１３１円で、過去に例のない大幅な黒字決算となりました。 
　決算にあたり、８月１７日から２３日までの５日間は監査委員の審査を、９月１３日から１５日までの３日間は議会決
算審査特別委員会の審査を受けました。 

90,378円 63,460円 6,474円 2,144円 3円 

※町民１人当たりは、平成23年3月31日の総人口19,645人で割ったものです。 

特
別
土
地
保
有
税 

固定資産税 町民税 町たばこ税 軽自動車税 

６ 

① 
② 

④ ⑥ ⑦ 

⑨ 

⑪ 

⑫ 

⑬ 

⑭ 

⑰ 

⑮ 
⑯ ⑱ 

⑲ 

⑳ 

⑧ 

⑤ 
③ 

⑩ 

町　税 
31億9,150万449円 

（41.5％） 

歳入総額 
76億8,764万　 
　　　1,953円 



町民１人当たりに使われたお金は380,903円でした 
民生費 

104,956円 

公債費 

48,504円 

教育費 

54,848円 

総務費 

50,227円 

衛生費 

30,600円 

土木費 

31,288円 

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農林水産業費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

公 債 費  

災 害 復 旧 費  

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑪ 

1億　889万4,372円 

9億8,670万6,857円 

20億6,185万5,660円 

6億　113万　360円 

4億6,652万　835円 

3億　155万2,707円 

6億1,466万1,485円 

3億　234万8,341円 

9億5,286万1,028円 

10億7,749万6,216円 

882万1,050円 

（1.5％） 

（13.2％） 

（27.6％） 

（8.0％） 

（6.2％） 

（4.0％） 

（8.2％） 

（4.1％） 

（12.7％） 

（14.4％） 

（0.1％） 

使ったお金（歳出） 

農林水産業費 

消防費 

商工費 

議会費 

災害復旧費 

23,747円 

15,391円 

15,350円 

5,543円 

449円 

平成22年度 

福崎町の がまとまりました 

●　平成22年度　一般会計及び特別会計　決算　● 
（単位：円） 

会　　計　　名 

一 般 会 計  

国民健康保険事業特別会計 

老人保健事業特別会計  

後期高齢者医療事業特別会計 

介護保険事業特別会計  

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

計 

歳　入　額 

7,687,641,953 

1,845,345,458 

10,415,155 

197,855,586 

1,196,406,908 

258,396,444 

1,703,585,675 

12,899,647,179

歳　出　額 

7,482,848,911 

1,836,389,295 

10,415,155 

194,899,423 

1,183,834,177 

258,396,444 

1,684,948,675 

12,651,732,080

差 引 残 額 

204,793,042 

8,956,163 

0 

2,956,163 

12,572,731 

0 

18,637,000 

247,915,099

歳出総額 
74億8,284万　 
　　　8,911円 

① 

② 

④ 

⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑧ 

⑤ 

③ 

⑩ 

⑪ 

三木家住宅厩の解体工事のようす 
うまや 

７ 



決算の分析から見るまちの財政状況 

Ⅰ．普通会計地方財政状況調査 
　総務省の基準にもとづいて、普通会計（介護施設分を除く一般会計）の財政状況を分析した地方財政状
況調査から、この５年間の決算額の推移をまとめました。 

　決算総額は、歳入・歳出ともに国・県の
施策や投資的事業の状況により大きく変
動します。平成２２年度は、子ども手当の支
給や小・中学校の耐震補強、臨時経済対策
事業などにより、決算総額は約２億３０７０万
円の増となりました。収入項目ごとにみる
と、町税は個人町民税が景気低迷の影響
を受け減収となりましたが、法人町民税の
税割は景気回復基調を受け大幅な増収と
なり、町税全体で６８００万円増加しました。
地方交付税は、普通交付税の算定において、
税収の落ち込みや下水道費等の個別算定
経費の伸び等により約２億７３０万円増加し
ました。 
　借金である地方債は、投資的事業費等
によって増減しますが、この５年間では、平
成１８年度は八千種小学校体育館、防災行
政無線デジタル化事業によって多かった
ものの、平成１９年度以降、投資的事業は減
少しています。一方で、交付税の財源不足
分を特例地方債で補てんする臨時財政対
策債が、前年と比較して、平成２１年度は 
１億１３７０万円の増、平成２２年度は２億１０８０
万円の増となったため、地方債の発行額
は３年連続で増加しています。 

（1）歳入の推移 （単位：千円） 

項 目  

町 税  

地方交付税 

地方譲与税等 

国庫支出金 

県 支 出 金  

地 方 債  

そ の 他  

歳 入 合 計  

平成19年度 

3,344,508 

665,178 

480,033 

303,584 

321,915 

447,852 

998,456 

6,561,526

平成20年度 

3,393,383 

766,446 

467,484 

355,409 

346,896 

581,816 

1,061,107 

6,972,541

平成21年度 

3,123,483 

891,356 

448,759 

951,336 

405,233 

643,652 

984,251 

7,448,070

平成22年度 

3,191,501 

1,113,935 

430,301 

748,811 

400,280 

743,895 

1,050,046 

7,678,769

平成18年度 

3,072,629 

497,209 

706,013 

244,318 

290,470 

856,900 

1,151,717 

6,819,256

　歳出項目をその性質別にみると、人件
費は給与費や職員採用の抑制によって減
少してきています。一方、扶助費は子ども
手当の支給により大幅に増加し、高齢化の
進展や、子育て支援のための中学校３年生
までの医療費の無料化などによっても増
加しています。地方債に対する償還金で
ある公債費は１億９８４０万円の繰上償還を
行いました。 
　投資的経費は、小・中学校の耐震補強な
どにより増加しましたが、公共下水道事業
を重点的に推進していることや、扶助費、
公債費など義務的経費の増加などにより、
事業を厳しく選択せざるを得ない状況が
続いています。 
　平成２２年度は、補助費等は定額給付金
が２１年度限りの事業であったことから大
きく減少しており、その他の経費のうち、
その他が大きく増加しているのは、将来に
備え３億６３０万円を財政調整基金に積み
立てたためです。 

（2）歳出の推移（性質別歳出） （単位：千円） 

平成18年度 
2,771,328 
1,393,001 
552,384 
825,943 
903,604 

2,936,150 
972,674 

1,009,110 
699,061 
255,305 

6,611,082

平成19年度 
2,776,414 
1,331,009 
609,020 
836,385 
513,454 

3,107,500 
960,265 

1,130,363 
792,763 
224,109 

6,397,368

平成20年度 
2,854,082 
1,326,782 
644,957 
882,343 
728,643 

3,239,403 
952,312 

1,126,435 
815,437 
345,219 

6,822,128

平成21年度 
2,837,394 
1,288,885 
679,849 
868,660 
658,351 

3,724,444 
1,180,349 
1,462,598 
816,021 
265,476 

7,220,189

平成22年度 
3,287,295 
1,284,014 
931,618 

1,071,663 
758,914 

3,427,767 
1,051,575 
971,746 
869,413 
535,033 

7,473,976

項　　目 
義 務 的 経 費 

投資的経費 
その他の経費 

歳　出　合　計 

人　件　費 

物　件　費 
補 助 費 等 
繰　出　金 
そ　の　他 

扶　助　費 
公　債　費 

（単位：億円） 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

その他 

繰出金 

補助費等 

物件費 

投資的経費 

公債費 

扶助費 

人件費 

（単位：億円） 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

その他 

地方債 

県支出金 

国庫支出金 

地方譲与税等 

地方交付税 

町税 

８ 



◆基金の概要 
　財政調整基金 
予測できない収入の減少や支出の増
加に備えて積み立てておく基金です。 

　特定目的基金 
福崎浄化センター環境整備、農業農
村活性化、福祉など、特定目的のた
めに積み立てておく基金です。 

　定額運用基金 
土地開発基金や用品調達基金など、
定額の資金で事業や事務を運営する
基金です。 

 
　基金総額は、農業農村活性化、福祉基
金などを特定目的のために取り崩してき
たことや、平成１８年度から平成２０年度
まで毎年財政調整基金を取り崩したこと
によって、年々減少してきましたが、平
成２２年度は財政調整基金に３億６３０万円
を積み立てたため大幅に増加しました。 

（3）基金残高の推移 （単位：百万円） 

平成18年度 

1,989 

761 

519 

709

99,342 97,318 93,652 94,727 109,494

平成19年度 

1,942 

735 

498 

709

平成20年度 

1,859 

678 

472 

709

平成21年度 

1,870 

694 

467 

709

平成22年度 

2,151 

1,000 

443 

708

区　　分 

基　金　残　高 

１人当たり基金残高（円） 

財政調整基金 

特定目的基金 

定額運用基金 

※各年度末基金残高／３月３１日現在総人口 

◆地方債の概要 
　地方債は、公共施設の建設など、一時
的にたくさんのお金が必要な場合に借入
するもので、次年度以降、償還していき
ます。償還に対して地方交付税で措置さ
れるものもありますが、地方債残高が多
くなれば次年度以降の償還金が大きくな
り、財政を圧迫していく要因となります。
一般会計では、平成１８年度をピークに地
方債残高が減少し、さらに臨時財政対策
債など、今後普通交付税に算入される地
方債の割合が高くなっています。一方、
下水道会計は、公共下水道事業の推進に
より地方債残高が増加しており、今後も
公共下水道を中心に基盤整備を推進して
いくため、しばらくの間は将来世代の負
担が大きくなっていきます。 

（4）地方債残高の推移（全会計） （単位：百万円） 

平成18年度 

10,011 

7,985 

317 

18,313

914,467 964,085 1,010,174 1,033,129 1,053,652

平成19年度 

9,789 

9,158 

294 

19,241

平成20年度 

9,640 

10,141 

271 

20,052

平成21年度 

9,556 

10,594 

245 

20,395

平成22年度 

9,360 

11,108 

231 

20,699

一　般　会　計 

区　　分 

下 水 道 会 計 

水　道　会　計 

合　　　　　計 

１人当たり地方債残高（円） 

※各年度末地方債残高／３月３１日現在総人口 
 

（単位：百万円） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

水道会計 

下水道会計 

一般会計 

8,000

18,000

0

10,000

20,000

2,000

12,000

22,000

4,000

14,000

6,000

16,000

7,985

271

10,141

9,640

245

10,594

9,556

231

11,108

9,360

317
294

7,985 9,158

9,78910,011

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500
（単位：百万円） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 

定額運用基金 

特定目的基金 

財政調整基金 

735

498 472

678

709

467

694

519

761

709
709709

443

1,000

708
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Ⅱ．健全化判断比率及び資金不足比率の算定結果について 

1．健全化判断比率について 
（1）実質赤字比率 
　一般会計等を対象とした実質赤字額の、標準財政
規模（人口、面積等から算定する当該団体の標準的
な一般財源の規模）に対する比率であり、これが生
じた場合には赤字の早期解消を図る必要があります。 
 
（3）実質公債費比率 
　一般会計等が負担する元利償還金などの、標準財
政規模に対する比率です。この数値は、健全化判断
比率とともに地方債許可基準としても用いられ、１８
％を超えると起債の許可が必要となり、２５％を超え
ると一部の起債発行が制限されます。 

2．各公営企業の資金不足比率について 
　資金不足比率は、各公営企業ごとの資金不足額の、
事業の規模に対する比率であり、経営健全化基準 
（２０％）以上となった場合には、経営健全化計画を
定めなければなりません。 

 
（2）連結実質赤字比率 
　公営企業会計を含む全会計を対象とした実質赤字
額（または資金不足額）の、標準財政規模に対する
比率であり、これが生じた場合には問題のある赤字
会計が存在することとなり、赤字の早期解消を図る
必要があります。 
 
（4）将来負担比率 
　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の、標
準財政規模に対する比率であり、これらの負債が将
来財政を圧迫する可能性が高いかどうかを示すスト
ック指標です。この比率が高い場合、将来これらの
負担額を実際に支払う必要があることから、今後の
財政運営が圧迫されるなどの問題が生じる可能性が
高くなります。 

健全化判断比率 平成２２年度決算 

実 質 赤 字 比 率  

連 結 実 質 赤 字 比 率  

実 質 公 債 費 比 率  

将 来 負 担 比 率  

－ 

－ 

15.0 

152.9

－ 

－ 

－ 

－ 

早期健全化基準 
経営健全化基準 

15.00 

20.00 

25.0 

350.0

20.00 

20.00 

20.00 

20.00

財政再生基準 備　　考 

20.00 

35.00 

35.0

 

 

（前年比▲1.3％） 

（前年比▲28.1％） 

水 道 事 業 会 計  

工 業 用 水 道 会 計  

農業集落排水事業特別会計 

公共下水道事業特別会計 

資
金
不
足
比
率 

○平成２２年度決算にもとづき、
健全化判断比率を算定しまし
た。実質赤字比率、連結実質
赤字比率については、ともに
黒字決算であり該当しません。
また、実質公債費比率は１５.０
％、将来負担比率は１５２.９％
となり、いずれも早期健全化
基準を下回りました。 
○各公営企業会計における「資
金不足比率」については、平
成２２年度決算において資金不
足を生じた公営企業はないた
め、該当しません。 

１０ 

フェニックス共済 
兵庫県住宅再建共済制度 

公益財団法人　兵庫県住宅再建共済基金　℡０７８-３６２-９４００　　http://web.pref.hyogo.jp/wd34/phoenixkyosai.html

阪神・淡路大震災の教訓を生かした助け合いの制度 

地震・台風・洪水・落雷など 
あらゆる自然災害に対応 

住宅をお持ちの方の 住宅再建共済制度 
年額5,000円で 

最大600万円の給付！ 
※市町が発行するり災証明書で半壊以上の設定に限ります 

住宅にお住まいの方の 家財再建共済制度 
年額1,500円で 

最大50万円の給付！ 
※市町が発行するり災証明書で床上浸水以上の認定に限ります 

賃貸、借家に 
お住まいの方も 
入れます！ 

（単位：％） 



町
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し
ま
す
！ 

「
福
崎
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

１１ 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
知
り
た
い
こ
と
、

聞
き
た
い
こ
と
を
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選

ん
で
い
た
だ
き
、
町
民
の
み
な
さ
ん

が
主
催
す
る
会
場（
町
内
に
限
る
）に
、

町
職
員
が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
。 

　
町
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て

い
る
１０
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
の
方
な
ら
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

　
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

３０
分
ま
で
の
間
で
、
２
時
間
以
内
と

し
ま
す
。
な
お
、
開
催
日
は
、
年
末

年
始
・
盆
を
除
き
、
平
日
・
休
日
を

問
い
ま
せ
ん
。 

　
代
表
者
は
開
催
し
よ
う
と
す
る
日

の
１４
日
前
ま
で
に
申
込
書
を
役
場
総

務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、

担
当
課
と
調
整
の
う
え
、
代
表
者
に

通
知
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
総
務
課（
内
線
２
２
１
）

ま
で
お

問
い
合

わ
せ
く

だ
さ
い
。 

１. わがまちガイド 
　　町の施設をご案内！ 

２. 通訳派遣（英語） 
　　英語の通訳を派遣します 

３. 選挙制度 
　　町長選挙、町議会議員選挙のしくみ 

７. 私たちの税金 
　　町税のしくみ 

８. 住民税について 
　　町県民税の賦課について 

９. 申告について 
　　確定申告の書き方について 

16. 国保を正しく知ろう 
　　国民健康保険制度の概要について 

17. 医療制度について 
　　医療制度（後期高齢者医療制 

　　度含む）はどう変わったの？ 
18. 介護保険ってなあに？ 
　　介護保険制度について 

19. このまちでいつまでも自分らしく 
　 暮らすコツ（介護予防のはなし） 
　　介護予防サービスの紹介や高齢者 

　　の自立を支援する方法について 

20. 心と体の健康づくり講座 
　　乳幼児から高齢者まで各世代における 

　　健康づくりについて 

21. みんなで食育 
　　福崎町食育推進計画について 

38. 議会の概要 
　　議員数、議会活動、委員会活動 

39. 議会の傍聴 
　　傍聴手続き 

40. 請願と陳情 
　　請願手続きと陳情 

41. 水と生活 
　　水を使ううえでの心がけについて 

42. 水道水のできるまで 
　　福崎町の水道のしくみについて 

52. エンジョイ、ニュースポーツ（高齢者編） 
　　グラウンドゴルフ、ペタンク、ミニトラ 

　　ンポリンなど 

53. エンジョイ、ニュースポーツ（一般編） 
　　ソフトバレーボール、インディアカ、 

　　ターゲットバードゴルフ等 

48. 学ぼう集う文化センター 
　　各種講座の案内、施設の見学 

４. 私のまちの家計簿 
　　福崎町の財政状況について 

５. まちの将来のすがた 
　　福崎町総合計画について 

６. 統計から見るまちのすがた 
　　各種統計で比較した福崎町のすがた 

43. 学校ＥＮＧＬＩＳＨ（イングリッシュ） 
　　ＡＬＴ（小・中学校英語指導補助員）の活用に 

　　よる国際理解 

44. 学校教育のあれこれ 
　　就学援助制度・教育事業の紹介、Ｑ＆Ａ 

45. 文化めぐりin福崎町 
　　地元の文化財、文化施設、人物などをいっ 

　　しょに検証する 

46. 大地に埋もれた歴史 
　　考古資料を使って、身近な歴史を見る・触れる・ 

　　考えることによって分かりやすく理解する 

47. みんなで考えよう人権と青少年問題 
　　ともに明るく生きる社会をめざして！ 

54. 歴史を体験しよう 
　　まが玉づくり、土器づくり、草木染め等の 

　　体験講座 

55. 古代食を作ろう 
　　縄文クッキー、万葉食等の古代食を作って食べる 

　　ことにより、古代人の知恵と工夫を学びます 

56. 柳田國男とその兄弟 
　　柳田國男と松岡家の功績を紹介する 

49. おはなし会 
　　地域の民話や伝承を、手づくりの紙芝居 

　　や語りで行う 

50. 図書館を楽しもう 
　　図書館を見学してもらい、いろいろな楽 

　　しみ方・利用方法などを紹介する 

51. エルデホールってどんなところ？ 
　　ホール内の施設案内・見学をしてもらい、 

　　ホールを身近に感じてもらう 

28. 悪質商法にご用心 
　　悪質商法の手口、対処方法について 

29. 道路管理について 
　　道路の維持修繕対策・交通安全対策・占用と許可など 

30. 道路事業・計画について 
　　幹線道路の調査、計画から完成までの道路事業の流れ、進め方 

31. 河川利用と河川の役割について 
　　治水・利水・環境に関する河川の役割と河川の利用について説明 

32. 公共事業の用地買収について 
　　公共事業用地取得における考え方と流れなど 

33. 都市計画のはなし 
　　福崎町の都市計画について 

34. 住民参加のまちづくり 
　　まちづくり手法・事例について 

35. 建築物の安全性について 
　　家を建てるときに注意するべきことについて紹介、建 

　　築基準法の趣旨及び簡易耐震診断、耐震改修促進事業 

　　の説明 

36. 福崎町生活排水処理計画 
　　管内図により説明 

37. 公共下水道のはなし 
　　下水道の役割・すすめ方について 

10. 住民基本台帳、戸籍のはなし 
　　住基、戸籍の届出について 

11. 町営（公営）住宅の管理と運営 
　　入居基準、管理基準等について 

12. 国民年金のしくみ 
　　簡単なしくみの説明 

13. ごみの分別とごみの行方 
　　出されたごみがどのように処理され、または 

　　分別されてリサイクルされているのか 

14. 環境にいい暮らし方 
　　循環型社会をめざした生活様式について 

15. 大雨･地震への備え 
　　地域防災の強化のために 

22. 福崎町の特産「もちむぎ麺」 
　　もちむぎ麺をはじめとするもちむ 

　　ぎ商品等のＰＲともち麦の説明 

23. ふくさきの農林業 
　　福崎町の農林業の現状 

24. ほ場整備とむらづくり 
　　集落営農組織と農地の基盤整備 

　　をむすびつけ、むらづくりに発展 

25. 土地のはなし 
　　土地の沿革、地租改正から地籍調 

　　査、里道・水路 

26. 土地改良施設管理 
　　ため池･井堰・農業用水路等の管理 

27. 福崎町の観光 
　　福崎町の観光資源や歳時記について 

せき 

NEW

NEW


